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Claudia Cecilia Yamamoto Noguchi（土居教授）















































出　原　　　歩（和田教授）「 オンチップ電源供給ネットワークの電圧変動を反映した LECCS-core モ
デルの構築」
































育成することができた。超伝導は x > 0.3 で発現し、x = 0.37、y = 0.28 で最高の超伝導転移温度である










スイッチング確率分布を 0.4 K まで測定したところ、巨視的量子トンネルを示す振る舞いについて、物
質間の系統的な違いが観測され、電荷結合と呼ばれる接合間相互作用の存在を示す結果が得られた。












負イオン注入によりAgや Pt ナノ粒子を表面下に形成したルチルTiO2 結晶は、蛍光灯光下での光触














奥　田　貴　史（木本教授）「 SiC バイポーラトランジスタの増幅率向上を目指した p型 SiC のキャリ
ア寿命およびAlGaN/SiC ヘテロ接合の評価」




丹　羽　弘　樹（木本教授）「 超高耐圧 SiC 素子を目指した接合終端構造の設計および衝突イオン化係
数の測定」
SiC パワーデバイスにおける様々な接合終端構造を考案し、数値計算と実験を行って、高電圧印加時
























































































西　　　達　也（北野教授）「 171Yb+ 2S1/2 － 2D3/2 時計遷移用狭線幅レーザーの開発と量子跳躍観測」
同位体 171 の Yb+ は磁場に鈍感な時計遷移をもち、光時計の基準として有望である。 時計遷移を駆






























により n型結晶が得られることを実証した。しかし母体結晶の不純物の影響が大きく 1019 cm-3 台のドー
ピングに限られるという課題が残され、博士後期課程においてこの問題に対する研究を継続することに
した。
原　田　大　資（藤田教授）「 Cross-sectional scanning electron microscopy of boron-diffused 
p+-layer of textured crystalline silicon solar cells（テクスチャ構造を有
する結晶シリコン太陽電池におけるボロン拡散 p+ 層の走査型電子顕微鏡
による断面評価）」






Denny Cahyadi（黒橋教授）「 Bilingual Terminology Acquisition from Keyword Lists Using 




















































花　田　光　平（守倉教授）「 Coordinated Multibandwidth Channel Selection and Association for 

















































































































































のヘリオトロン Jの ECH加熱装置を用いて、O-X-B 変換を介した電子バーンシュタイン波加熱が可能
であることを示した。
山　野　貴　之（中村（祐）教授）「 MHD平衡を考慮したSDCプラズマの一次元輸送シミュレーション」









ビーム合成法で作製した試料に 400 ～ 500℃の前アニールと 800℃の後アニールを組合せて施すことで
γ-FeSi2 →β-FeSi2 への相転移を起こさせ、発光強度を従来の 3.6 倍に向上させることに成功した。
何　　　　　燁（白井教授）「 Study on power system characteristics of DFIG wind generator 












西　村　一　輝（白井教授）「 Study on Characteristics of Power Fluctuation Compensation in Hybrid 











樋　川　恭　輔（白井教授）「 Heat Transfer Characteristics of Liquid Hydrogen and Current Carrying




































































松　田　　　真（津田教授）「 Development of a scanning Raman lidar for observing the spatio-




















趙　　　慶　華（大村教授）「 Test Particle Simulation of Relativistic Electron Microbursts Induced 









り、169 素子の送電アンテナアレー・送電距離 6 mにおいて受電面 1.2 m 角内への伝送効率 67.5 % を達
成した。
長　濱　章　仁（篠原教授）「 Study on a Magnetron-based Microwave Power Transmission System 







レータで設計し、マグネトロン 8台・マイクロ波総出力 12 kWのパイロットプラント実証において装
置の有効性を示した。また、木質由来の化成品精製を目指した広帯域電磁波照射装置を設計・開発した。
波多野　　　健（篠原教授）「 24 GHz 帯レクテナの開発およびMMIC化に関する研究」
マイクロストリップ線路の表面波モードの考慮、線路損失の評価、コネクタおよびダイオードのモデ
ル化により、最大変換効率 57.4 % の 24 GHz 帯レクテナの開発に成功した。また、MMIC 化整流回路




Zhang Chi（小山田教授）「 Visual Analytics System Toward Effective Development of Predictive 





Kun Zhao（小山田教授）「 Compression for Large-scale Time-varying Volume Data Using Spatio-
temporal Feature（時空間での特徴を使った大規模時系列ボリュームデータ
向け圧縮のための一手法）」
立方格子群をより少数の 4面体格子で圧縮表現し、その圧縮率と画質劣化の関係を明らかにした。ま
た、時系列で変化のない格子に対して、連続するタイムステップでのデータ値の差が無視できるときは
前ステップのデータ値を使うようにしてデータ圧縮を実現した。
前　田　直　哉（小山田教授）「 逆関数法を利用した高精度融合可視化」
粒子ボリュームレンダリングにおいて、視線と格子の交差部分に粒子を確率的に配置する必要がある。
交差部分で粒子配置がポアソン分布に従う場合、粒子間の距離が指数分布に従うことを利用して、効率
よく視線と格子の交差部分に粒子を配置する手法を開発した。
学術情報メディアセンター
朝　倉　　　僚（中村（裕）教授）「 筋電位計測と画像による姿勢計測を用いたリハビリ支援システム
の設計」
リハビリテーションにおいて、深度情報を取得できる画像センサにより姿勢を計測するとともに筋電
位により筋張力を計測し、それを患者にフィードバックすることにより、正しい姿勢で正しい筋張力を
発生する支援を行うシステムを設計した。
高　瀬　恵三郎（中村（裕）教授）「 個人視点映像を用いたグループ活動分析のための視線分布ビュー
の自動生成」
頭部に装着したカメラで学習・訓練のためのグループ活動を記録し、それを活用する映像解析手法の
一つとして、複数人の視線方向を 3次元的に計測し、それを一つの映像に統合表示することにより、グ
ループにおける注目や興味を可視化する手法を提案した。
